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地熱開発理解促進関連事業支援補助金【資源エネルギー庁】 
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〈実施地域〉 東京都八丈町  

八丈町商工会コンソーシアム 

形式による申請 
 
交付決定日：平成25年9月13日 
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推進体制について 資源エネルギー庁 （補助金元 関東経済産業局） 

行政 

八丈町 東京都 

八丈町商工会 
【幹事法人】 

NPO法人八丈
島産業育成会 

(株)HJPILOT 

国立大学法人 
東京大学 

ランドブレイン
（株） 

八丈島地熱発電利用拡大検討協議会 

協力・支援 

八丈島再生可能エネルギー利用拡大検討委員会 
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１．勉強会の開催 

①小規模勉強会・ 
大規模勉強会 

②先進地事例見学 

③高校生ワークショップ・
シンポジウムの開催 

【臭気等課題】 
・地熱発電所周辺（中之
郷地区）における臭気・サ
ビの問題 
・硫化水素による健康被
害への懸念 

【情報課題】 
・誤った情報の氾濫 
（電気料金が安くなる等） 
・誤った知識の地域住民に
浸透（発電量が3倍に拡大さ
れると、臭気も3倍になる） 

【産業課題】 
・自分たちの生活に関係ない 
・島の産業活性化に関係ない
（どうせ大企業が事業主体で、
島にお金が落ちない） 
・発電後の熱利用はできない 

２．臭気対策調査 

①周辺環境調査 

②最新臭気対策技術
調査 

３．熱利用による地域産業
利用調査 

①農業温室事業 

②陸上養殖事業 

③バイオマス援用事業 

地熱開発理解促進関連事業の概要 

現
況
の
課
題 
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１．島民等のための勉強会の実施 

11月～1月 
開催テーマ「地熱を知
る・見る・感じる・考
える」 

12月～1月 
開催テーマ「島の現
在・過去・未来」 

1月～2月 
開催テーマ「(仮称)自分
たちの暮らしと地熱」 

①小規模勉強会 
共通テーマ：「地熱を使って八丈島の将来を考える」 
目的：多くの島民に、地熱の現状や可能性を伝え、今後の地熱活用に向けて、関心をもっ
てもらう、参加するきっかけづくりを行う。地熱を通して、島の未来を考える場をつくる。 
開催数：20回程度開催予定（各月随時開催） 
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②大規模勉強会 
共通テーマ：「島の未来とエネルギーを考える会」 
目的：有識者による各種レクチャーの他、小規模勉
強会での疑問点を集約し、回答するなど、地域住民
の地熱理解に寄与する勉強会を開催。 
開催数：5回程度開催予定 
・9月18日、11月29日、12月19日の３回実施済み 
・1月23日、2月中開催予定 
 



２．先進地事例見学（１） 

①海外事例見学 
○見学場所：アメリカ合衆国 ハワイ州 ハワイ島 Ｐｕｎａ地熱
発電所 
○日程：平成26年1月7日（火） 
○参加者：計16名（島民8名、協議会3名、行政２名、通訳1名、
技術アドバイザー2名） 
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■運転開始    ：1993年 
■定格出力    ：38,000kW（3,000kW×10ユニット、4,000kW×2ユニット） 
■発電方式  ：ハイブリッドプラント（フラッシュサイクル＋バイナリーサイクル） 
■発電設備メーカー ：Ormat社製  
■デベロッパー  ：Puna Geothermal Venture （通称：PGV） ※Ormat社100％子会社 
■発生電力  ：Hawaii Electric Light Company （HELCO）へ売電 
■生産井   ： ２本（1,350m、1,500m） 
■還元井     ： ３本（1,800m付近） 
■生産ゾーン温度  ： 315～370℃ 
■H2S 濃度  ： 1,800ppm 程度 
■坑口圧力  ： 5.5 ～ 8.3 MPaG 



２．先進地事例見学（２） 

②国内事例見学 
概要：地熱発電所と熱利用施設を見学するとともに、これ
までの具体的な取組状況に対しての課題等について、事
業主体者・地域住民・行政関係者に対して意見交換を行
うことを想定。 
 
・九州エリア （大分県九重町 八丁原発電所、鹿児島 
  県指宿市山川発電所) 
・北海道エリア （北海道森町 森発電所) 
・東北エリア （秋田県湯沢市上の岱発電所、岩手県 
  八幡平市松川発電所) 
 
日程：平成26年2月中（予定） 
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３．地熱開発普及啓発講演会等の開催 

①高校生ワークショップ 
開催日時：平成25年11月5日 
参加者：東京都立八丈高校 生徒5名 
秋田県立湯沢翔北高校 生徒11名 
概要： 
①他己紹介 
②「地域の将来はどうなっている？」 
③説得・納得ゲーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②講演会（シンポジウム） 
開催日時：平成26年3月予定 
概要： 
■有識者講演 
■島民プレゼンテーション 
■パネルディスカッション 
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     硫化水素の発生状況等と 
    アンケート、モニター結果の 
    相関を分析 

  アンケート、モニター調査 

   天候や風向きによって 
   臭気を感じる日、状況を把握 

周辺環境調査 最新技術調査 

硫化水素の除去率の向上手法 

熱水の冷却において外気に触れさ
せない手法 

硫化水素の地下還元手法 

       などについて調査検討 

  八丈島において有効な技術や 
   手法を検証 

合意できる臭気の状況を確認する 事業検討の前提(ルール)化 

４．先行事例調査にもとづく最新臭気対策技術調査 
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・既存の温室のケーススタディから、新規に農業温室事業を実施する場合に必要な課題
の整理。 
・具体的な検討を行うために必要な基礎知識や事業性・リスク等について学ぶ。 

５．地熱熱水利用による地域振興事業 

１）地熱利用型農業温室事業の概要 
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・事業の取り組みを検討する事業者を対象に、養殖事業の基礎的知識、必要な設備や
リスク、採算性について検討する。 
・参加者が事業性を検討し、養殖事業に取り組む下地づくりとハード整備に向けた計画
策定を目指す。 

 
 

 

２）地熱利用型陸上養殖事業 

３）地熱利用型バイオマス援用事業 
・島内の植物性廃棄物（間伐木、農業廃棄物、刈草等）を活用した地熱の間接利用シス
テムを検討。 
・島内の農業者・一般事業廃棄物事業者を対象に、基礎知識を習得すると同時に、事
業性についても検討。 


